





















































































































































































































































　同朋学園『共なるいのち』（2008年 ７ 月） p1 ／『人間』
は文字通り、他者とのかかわりの中で、それぞれの生
を営んでいます。他者が在るからこそ自分も在るとい
う「関係的存在」。それが私たち人間の在り方にほか
なりません。しかし、このような関係的存在を生きる
私たちは、他者との間に、確かな結びつきを持ててい
るでしょうか。本当に豊かな関係を生ききれているの
でしょうか。弱い者がいじめられたり、異なることに
よる排除や差別があったり。むしろ現実は、本来ある
べき「共生」ということとは遙かに遠い生き方をして
いるのではないでしょうか。他者へ、社会へと働きか
ける中から、「関係的存在」としての私たちの在り方
に正しく目覚め、あらゆる差異（ちがい）を認め合い、
それぞれの個性が輝くような豊かな関係を取り戻して
いく歩みが始まります。この歩みこそが「共なるいの
ち」を生きることへの関係回復の歩みであり、同朋学
園に学ぶ私たちに願われていることなのです。幼稚園、
高校、短期大学部、大学、それぞれのステージで私た
ちはこの願いに目覚め、学び続けています。
ⅵ 
　プロセスカラー＝C100＋M10＋Y100＋K0
46
大学専用バスの新旧デザイン比較。（上＝新デザイン、下＝旧デザイン）
案内サイン／道路案内サイン（左）と、
大学入口サイン（右）
JR春日井駅広告看板（2500×700mm）
JR千種駅広告看板（3860×2360mm）
47
名古屋造形大学新CIプロジェクト
学生必携
レターヘッド 機関誌
オープンキャンパスTシャツ
手提袋／標準（上）
大学案内資料用（下）
セカンドライフ　キャンパス棟
